
山
陰
あ
れ
こ
れ

番
外
編

令
和

年

月

日
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資
質
ア
ッ
プ
研
修
会
の
こ
と

酒

井

董

美

た
だ

よ
し

タ
イ
ト
ル
は
鳥
取
県
民
話
サ
ー
ク
ル
連
合
会
が
行
っ
た
年
に
一
度
の
研
究
会
の
名
称
で
あ
る
。
こ
の

連
合
会
に
所
属
す
る
サ
ー
ク
ル
は
四
つ
あ
り
、
東
か
ら
「
さ
じ
民
話
会
」
（

名
）
、「
と
っ
と
り
・
民
話

15

を
語
る
会
」
（

名
）
。「
倉
吉
民
話
の
会
」
（

名
）
、「
ほ
う
き
民
話
の
会
」
（

名
）
で
あ
る
。
役
員
会

7

6

16

は
一
年
に
三
回
程
度
行
っ
て
お
り
、
年
間
活
動
や
交
流
会
な
ど
を
取
り
決
め
て
い
る
が
、
今
回
は
そ

の
一
環
の
研
修
会
で
あ
り
、
会
場
は
鳥
取
県
中
部
の
倉
吉
体
育
文
化
会
館
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
21

名
（
さ
じ

名
、
と
っ
と
り

名
、
倉
吉

名
、
ほ
う
き

名
）
だ
っ
た
。

4

5

6

6

朝

時
に
始
ま
っ
た
会
は
、
終
わ
っ
た
の
が
午
後

時
で
あ
り
、
情
報
交
換
で
は
、
け
っ
こ
う
充
実

11

4

し
た
内
容
だ
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
た
。
主
な
内
容
を
挙
げ
て
お
く
。

ま
ず
、
二
代
目
会
長
だ
っ
た
小
林
龍
雄
氏
（
昭
和

年
生
・

歳
）
が
、
昨
年

月

日
に
鳥
取
県

9

87

11

28

教
育
委
員
会
表
象
を
受
け
た
の
を
祝
い
、
大
き
な
花
束
の
贈
呈
が
あ
っ
た
が
、
会
員
の
喜
び
の
気
持

ち
を
込
め
た
こ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
筆
者
は
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
た
。

そ
れ
か
ら
研
究
会
に
移
っ
た
が
、
最
初
は
さ
じ
民
話
会
の
前
会
長
・
岡
村
絹
江
氏
に
よ
る
「
佐
治
谷

話
の
指
導
報
告
」
と
し
て
、
平
成

年
に

歳
で
逝
去
さ
れ
た
佐
治
谷
話
語
り
部
の
谷
上
一
行
氏

か
ず
ゆ
き

24

88

（
大
正

年
生
）
の
穏
や
か
に
語
り
込
ん
だ
「
鮎
の
す
し
」
を
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
を
聴
き
、
そ
の
人
柄
の
説

14

明
を
受
け
た
。
次
に
山
本
輝
美
氏
が
準
備
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
に
添
っ
て
、
鳥
取
市
の
無
形
民
俗
文
化

財
で
あ
る
「
佐
治
谷
話
」
の
要
点
を
解
説
し
て
研
修
は
終
わ
っ
た
が
、
筆
者
と
し
て
は
佐
治
谷
話
の
保

存
活
動
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
元
佐
治
村
長
だ
っ
た
上
田
禮
之
氏
（
昭
和

年
現
役
で
逝

う

え

た

ひ

ろ

し

55

去
）
が
、
佐
治
谷
話
と
並
ん
で
三
大
愚
か
村
話
だ
っ
た
南
山
話
の
福
島
県
、
栗
山
話
の
栃
木
県
に
も

足
を
運
び
、
両
地
で
は
話
を
隠
そ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
が
、
こ
れ
こ
そ
村
興
し
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に

す
べ
き
だ
と
上
田
氏
は
考
え
、
文
化
協
会
の
中
島
嘉
吉
氏
（
大
正

年
生
・
平
成

年
に
逝
去
）
に
佐

9

31

治
谷
話
の
収
集
を
命
じ
、
出
来
た
の
が
、
昭
和

年
の『
さ
じ
だ
に
ば
な
し
』
（
佐
治
村
文
化
協
会
刊
）

48

な
の
で
、
こ
の
お
二
人
の
業
績
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
後
で
補
足
し
て
お
い
た
。

昼
食
後
、
各
サ
ー
ク
ル
の
語
り
の
披
露
が
あ
っ
た
。
順
に
項
目
だ
け
挙
げ
て
お
く
。

と
っ
と
り
・
民
話
を
語
る
会
（
奥
田
美
喜
子
「
豊
乗
寺
の
蛇
の
池
、
木
下
伸
子
「
前
世
の
因
縁
」
）
、

ほ
う
き
民
話
の
会
（
横
山
寿
美
恵
「
年
齢
の
話
」
、
内
田
美
恵
「
明
蓮
法
師
の
お
経
」
、
倉
吉
民
話
の
会

（
河
野
美
千
子
「
東
郷
池
に
舞
い
降
り
た
天
女
」
、
伊
佐
田
品
子
「
山
寺
の
小
僧
さ
ん
」
、
友
森
智
恵

子
「
師
走
の
大
工
」
）
、
さ
じ
民
話
会
（
光
浪
信
雄
「
豆
腐
屋
に
や
っ
た
娘
」
、
西
尾
正
道
「
蟹
の
ふ
ん
ど

し
」
）
。
以
上
で
あ
る
。

そ
の
後
情
報
交
換
に
移
り
、
各
サ
ー
ク
ル
の
活
動
の
報
告
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
の
あ
り
か
た
、
新

入
会
員
の
獲
得
の
し
か
た
な
ど
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
出
席
し
た
新
入
会
員
の
体
験
談
も
あ
り
、
な
か

な
か
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

筆
者
と
し
て
は
、
い
ず
も
民
話
の
会
の
小
学
生
自
身
の
語
り
指
導
の
実
際
を
紹
介
し
た
り
、

日
14

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
奈
良
の
民
話
を
語
り
つ
ぐ
会
と
島
根
県
内
の
二
グ
ル
ー
プ
、
い
ず
も
民
話
の

会
（
出
雲
市
大
社
町
）
、
と
ん
と
昔
の
お
話
会
（
松
江
市
出
雲
か
ん
べ
の
里
）
と
の
様
子
に
つ
い
て
話
し
、

多
く
の
サ
ー
ク
ル
で
も
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
て
お
い
た
。
次
回
以
降
、
鳥
取

県
で
も
交
流
会
に
参
加
す
る
願
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
元
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
）


